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資料受け付け担当　森下知昭
　めでたく大会を迎えた今日になっても、「資料係へのお誘い」とは何か？ちょっと長い話になりま
すがお聞き下さい。

　もともと仮説実験授業の研究会の参加費はわざと高く設定していました。〈それだけの参加費を
払っても行きたい〉と言う熱意のある人に集まって欲しかったからです。その結果、大会を運営する
と黒字となります。儲けるつもりはないので、参加者に還元する目的で資料代の支払いが行われたわ
けです。
　次に資料代の算出が問題になりました。〈一律に金額を決めて渡す〉のも〈ページ数×部数の重量
で算出する〉のも「官僚的だ！」と批判を受けるわけです。資料の質を評価しようとする工夫とし
て、昨年は〈アンコール資料には都電モナカの配布〉がありました。
　昔、一度だけ資料の質を本格的に評価して資料代を渡したことがあります。新潟大会では実行委員
２名が３日間かけてすべての資料を読み、優秀賞として特別に賞金を出しました。（その時に評価さ
れたのが愛知の宮地裕司さんの《生物と細胞》です。この時の賞金が授業書作成の資金源になった）
　しかし、その後このような試みが行われていません。なぜか？

　担当がものすごく大変だからです。資料の質を評価するのはとっても難しいのです。今回の大会で
ブラボー券を導入するのも、参加者のみなさんにも〈資料の評価の難しさ〉を体験してもらおうと
思ったからです。しかし、大変なことは分かっているので、100 円の金券として売り場でも使えるよ
うに設定したわけです。（今回、参加者が 400 人を超すようであれば、最初から全員にブラボー券を
入れられたのですが、参加人数が（私の）予想よりも下回ったため、ガリ本ダービー券との共存になっ
てしまいました。
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　同時に資料の廃棄も気にしています。集まった資料は〈ご自由にお持ち下さい〉として置かれて
も、結局は最後に捨てられてしまいます。これが実に忍びない。自分のが捨てられるのも、人のを捨
てるのも気持ち良いものではありません。
　〈持ってきた人が持ち帰って下さい〉と言われても、〈～部印刷しろというから持ってきたのにまた
持ち帰れとは何か変？〉と思うし、帰りは荷物を軽くしたいです。

　気がついた人もいるかもしれませんが、今回の案内では「全体会資料」という概念を設けませんで
した。夏の大会では分科会での検討が中心です。作成した資料はどこかで発表して欲しいです。も
し、全体に配布するものがあればそれは「案内のチラシ」であり、資料とは別に考えました。
　これにより最後に「廃棄」する資料も大幅に減らせると考えたのです。

　それでも最後に残った資料を〈全国のサークルに勝手に送り付ける〉と言うのも考えたことがあり
ます。しかし、これをするにも送料がかかるし、〈資料は大会を意識して書いたのであり、勝手に全
国に送って欲しくない〉と思う人もいます。また、資料は全国大会に参加したから入手できるもので
あり、参加していない人に配布されるのも変です。
　



　あれこれと考えているときに、資料の pdf 化も考えていました。今までも自分が入手していた資料
は pdf 化して保存していたので、全体の資料を pdf 化するのにどれぐらいの時間がかかるのか見当は
ついていました。これをCDにして焼くこともできますが、CDを配布するには問題があります。実
行委員のみの内部資料としての扱いが本来だと思います。〈大会に参加したから入手できるものを簡
単に流通させたくない〉と思います。
　あれ？先ほど考えていた問題と似ています。

　そこで、両方の問題を解決する方法を思いつきました。大会で残ったどんな資料でも引き取ってく
れる人を「伊香保大会資料係」として今からでも募集するのです。寄せられた資料は自分のサークル
等で配付しても、各自で処分してもけっこうです。そして、その人は「伊香保大会資料係」ですか
ら、内部資料となる「大会資料全 PDF化 CD」ももらうわけです。（これは〈大会資料全 PDF化 CD
は欲しいだろうなぁ〉という見込みで考えています）
　CDを送るにしても、厚紙で補強する必要があるから、他の紙資料と一緒に送るのはメリットがあ
ります。データ量がどれくらいになるのかまだ見当がつきませんが、特典映像？音声？も付けられる
かな？

　もし協力してくれる人が多数いれば、送られる資料は薄い封筒ですむかもしれません。逆に少なけ
れば段ボール箱で送られることになります。ですから、送料は着払いでお願いします。（伊香保大会
運営費とは別に考えています。だって本来ならゴミ箱に入れれば０円の事業だからです）

　もし今からでも「伊香保大会資料係」として協力してくれる人がいたら、下記の枠内に必要事項を
記入して、１階売り場内ラウンジ（別名　大会本部）の受け付け封筒に入れて下さい。後から募集は
しません。これは大会参加者に限定です。

郵便番号→

住所→

氏名→

電話番号→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel 　　　　ー　　　　　　ー

　※　早い話、上の部分を切り取って貼りつけるつもりです。
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